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研究概要 
本研究班では、これまで、統一した測定系および判定基準により検査が行われている大規模一般集団で

ある初回供血者集団における HBs 抗原陽性率、HCV 抗体陽性率を 1995~2000 年、2001~2006 年、
2007~2011 年の 3 期にわたり、明らかにしてきた。今回 2012-2016 年の初回供血者集団の HBs 抗原陽性
率、HCV 抗体陽性率を性・出生年・地域別に検討し、以下のことが明らかになった

供血者全体では、HBs 抗原陽性率 0.18、HCV 抗体陽性率 0.13%であり、2007-2011 年（HBs 陽性
0.20%、HCV 抗体 0.16%）よりもわずかに低い値であった。

出生年別にみると、出生年が後の出生コホートで特に HBs 抗原陽性率、HCV 抗体陽性率が低く、1990
年以降出生群では HBs 抗原陽性率は 0.10%以下、HCV 抗体陽性率は 0.06%以下であった。

地域ブロック別にみると、HBs 抗原陽性率が高いのは北海道、九州などであり、HCV 抗体陽性率が高い
のは北海道、九州などであった。

これまでの 1995-2000 年、2001-2006 年、2007-2011 年の出生年別 HBs 抗原・HCV 抗体陽性率と今回
の 2012-2016 年と比較すると、 1995-2000 年以外の 3 期はほぼ同様の出生年別 HBs 抗原・HCV 抗体陽性
率を示した。

日本全国の人口構成を考慮して、0-90 歳の日本人集団における標準化 HBV・HCV キャリア率を推計し
たところ、HBV キャリア率は 0.37%(95%CI: 0.22-0.52%)、HCV キャリア率は 0.20%(同 0.11-0.29%)とな
った。

A. 研究目的
我が国では、世界に例を見ない「肝炎対策基本

法」のもと、肝炎ウイルス検査や治療導入について
肝炎対策が行われている。政策の立案や評価には、
感染状況を把握することが重要である。本研究班で
は、これまで、統一した測定系および判定基準によ
り検査が行われている大規模一般集団である初回供

血者集団における HBs 抗原陽性率、HCV 抗体陽性
率を 1995~2000 年、2001~2006 年、2007~2011
年の 3 期にわたり、明らかにしてきた（表 1）。

今回、新たに 2012~2016 年の初回供血者集団に
おける HBs 抗原陽性率、HCV 抗体陽性率を推計し
た。
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表 1. 4 期の初回供血者数と HBs 抗原・HCV 抗体陽性率 

 
 
 
 
B. 研究方法 

対象者は 2012～2016 年までの全国の初回供血者
集団（16-64 歳、出生年 1947~2000 年）2,054,566

人である。対象者の年齢分布は若年層に偏った分布
となっている（図 1）。 
 

 
 

 
図 1. 対象者の年齢分布 

 
 
 
 

属性別に肝炎ウイルス感染状況を把握するため
に、初回供血者集団における HBs 抗原陽性率、HCV
抗体陽性率を、①出生年（1 年刻み）別、②出生年
10 歳階級・地域別、③性・出生年 10 歳階級・地域
別に算出した。 

また、1995~2000 年、2001~2006 年、
2007~2011 年および今回の 2012~2016 年における
出生年別にみた HBs 抗原陽性率・HCV 抗体陽性率
を比較した。 

さらに、2015 年の性・出生年階級別にみた国勢
調査人口と本研究の性・出生年階級別 HBs 抗原陽性
率・HCV 抗体陽性率をもとに、日本の 0－90 歳にお
ける HBV・HCV 持続感染（キャリア）率を推定し
た。 
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C. 研究結果 
1) 出生年（1 年刻み）別にみた HBs 抗原陽性率・

HCV 抗体陽性率 
2012～2016 年までの全国の初回供血者集団

2,054,566 人における出生年別にみた HBs 抗原陽性
率・HCV 抗体陽性率を図 2 に示した。 

 
HBs 抗原陽性率では 1960 年以降出生した群で

は、出生年が後になるほど低い傾向が認められた。
HCV 抗体陽性率についても、出生年が後になるほど
低い傾向が認められた。 
 
 

 
 
 
 

 
図 2. 出生年別にみた HBs 抗原陽性率・HCV 抗体陽性率 

 
 
 

2) 地域・出生年（5 年刻み）別にみた HBs 抗原陽
性率・HCV 抗体陽性率 

地域・出生年別にみた HBs 抗原陽性率・HCV 抗

体陽性率を図 3 に示した。地域別にみると北海道や
九州で 1965 年以前出生集団の HBs 抗原陽性率・
HCV 抗体陽性率が高い傾向がみられた。 
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図 3. 地域・出生年別にみた HBs 抗原陽性率・HCV 抗体陽性率 

 
 
 

3) 性・地域・出生年（5 年刻み）別にみた HBs 抗
原陽性率・HCV 抗体陽性率 

性・地域・出生年別にみた HBs 抗原陽性率・HCV

抗体陽性率を図 4 に示した。HBs 抗原陽性率・HCV
抗体陽性率ともに、男性の方がほとんどの性・出生
年・地域で高い傾向がみられた。 

 
 

 
図 4. 性・地域・出生年別にみた HBs 抗原陽性率・HCV 抗体陽性率 
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4) 4 期の出生年（1 年刻み）別にみた HBs 抗原陽
性率・HCV 抗体陽性率 

今回（2012~2016 年）の出生年（1 年刻み）別
にみた HBs 抗原陽性率・HCV 抗体陽性率を、これ

までの 1995-2000 年、2001-2006 年、2007-2011
年における陽性率と重ねて示した（図 5、図 6）。
今回の HBs 抗原陽性率・HCV 抗体陽性率は 2001-
2006 年、2007-2011 年と同様であった。 

 
 

 
 

 
図 5.出生年（1 年刻み）別にみた HBs 抗原陽性率・HCV 抗体陽性率 
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5) 日本人集団（0-90 歳）における標準化 HBV・
HCV キャリア率 

2012-16 年初回供血者集団の性・出生年・日赤ブ
ロック別にみた HBs 抗原陽性率、HCV 抗体陽性率
と平成 27 年国勢調査人口をもとに、0-90 歳の日本
人集団におけるキャリア率（HBV・HCV）を推計し
たところ、HBV キャリア率 0.37%、HCV キャリア率
0.20%となった。 

 

D. 考察とまとめ 
1. 2012-2016 年の初回供血者集団の HBs 抗原陽性

率、HCV 抗体陽性率を性・出生年・地域別に検
討し、以下のことが明らかになった 

2. 供血者全体では、HBs 抗原陽性率 0.18、HCV 抗
体陽性率 0.13%であり、2007-2011 年（HBs 陽
性 0.20%、HCV 抗体 0.16%）よりもわずかに低
い値であった。 

3. 出生年別にみると、出生年が後の出生コホート
で特に HBs 抗原陽性率、HCV 抗体陽性率が低く、
1990 年以降出生群では HBs 抗原陽性率は
0.10%以下、HCV 抗体陽性率は 0.06%以下であ
った。 

4. 地域ブロック別にみると、HBs 抗原陽性率が高
いのは北海道、九州、四国などであり、HCV 抗
体陽性率が高いのは北海道、九州、四国などで
あった。 

5. これまでの 1995-2000 年、2001-2006 年、2007-
2011 年の出生年別 HBs 抗原・HCV 抗体陽性率
と今回の 2012-2016 年と比較すると、 1995-
2000 年以外の 3 期はほぼ同様の出生年別 HBs
抗原・HCV 抗体陽性率を示した。 

6. 日本全国の人口構成を考慮して、0-90 歳の日本
人集団における標準化 HBV・HCV キャリア率を
推 計 し た と こ ろ 、 HBV キ ャ リ ア 率 は
0.37%(95%CI: 0.22-0.52%)、HCV キャリア率は 
0.20%(同 0.11-0.29%)となった。 
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